
学校・家庭・地域・行政が一体となった「防災」の取組 佐伯市立昭和中学校区

昭和中学校区（昭和中学校、明治小学校、上野小学校、切畑小学校）では、３年に１度「弥生地区４校合同災害時引き渡し訓練」を開催するとともに、各学校にお
いて学校・家庭・地域・行政等が連携した防災学習や炊き出し訓練等を実施し、児童生徒及び地域住民の防災意識の高揚に努めている。

取組概要

●炊き出し訓練への参加
●引き渡し訓練への参加

●佐伯市防災士会による講義
●炊き出し訓練への協力（婦人会）
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行政●佐伯市社会福祉協議会によるテント設営等、
防災訓練・炊き出し訓練の参加

●防災訓練・炊き出し訓練の実施要項策定
●ねらいの明確化

佐伯市防災士会
柴田さんによる講義

炊き出し訓練に
婦人会・児童・家庭も参加

避難テントの設営

防災に関する話を聞いたり、炊き出し等を体験したりすることを通して、いつ
起きるかわからない自然災害に対する備えの必要性や、自然災害が発生し
た際に自分にできることがないかを考えようとする意識の高揚を図る。


